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１．平成24年度における河川レンジャーの取り組み

時期 会議等 連携活動 河川レンジャー研修 レンジャー活動状況

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ン
ジ
ャ
ー

活
動
演
習

6/2(土) ・ 6/3(日)
　淀川発見講座

１日目　6/16(土)、２日目　6/23(土)、３日目　6/30(土)
　レンジャー養成講座

8/26（日）
第８回代表者会議

（ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ・審査）

第14（15）回運営会議
10/12（金）＜福島・毛馬＞
10/19（金）＜木津川＞
10/22（月）＜高槻・山崎＞
10/24（水）＜伏見・桂川・山崎＞
10/25（木）＜枚方＞

2/12（火）
第９回代表者会議

レ
ン
ジ
ャ
ー

活
動
演
習

11/11(日）
第９回河川レンジャー会議

第３回専門家会議

第15（16）回運営会議

5/31(木)
淀川水防・大阪府地域
防災総合演習

11/18(日)
第16回寝屋川市

エコ・フェスタ

12/8（土）9（日）
京都環境フェスティバル

2012

3/14（）
　第1回”いい川”づくり勉強会

8/10（金）
　多自然川づくり勉強会

7/25（水）
　淀川河川公園の今後

11/11（日）
　河川行政と住民参加の研修会

11/19（月）
　木津川の堤防構造勉強会

淀川水上研修会
　5/16（水）（毛馬～枚方）
　5/22（火）（河口部）
　5/23（水）（河口部）

11/19（月）
　新規河川レンジャー研修

活動ﾚﾝｼﾞｬｰ： 15名
活動回数：　　21回
参加者数：1,201名

活動ﾚﾝｼﾞｬｰ： 13名
活動回数：　　26回
参加者数：1,009名

活動ﾚﾝｼﾞｬｰ： 17名
活動回数：　　 35回
参加者数：12,251名

活動ﾚﾝｼﾞｬｰ： 13名
活動回数：　　31回
参加者数：3,258名

活動ﾚﾝｼﾞｬｰ： 13名
活動回数：　　21回
参加者数：1,201名

活動ﾚﾝｼﾞｬｰ： 12名
活動回数：　　18回
参加者数：3,526名

活動ﾚﾝｼﾞｬｰ： 19名
活動回数：　　20回
参加者数：2,148名

活動ﾚﾝｼﾞｬｰ： 18名
活動回数：　　26回
参加者数：1,929名

活動ﾚﾝｼﾞｬｰ： 17名
活動回数：　　11回
参加者数：   530名

活動ﾚﾝｼﾞｬｰ： 16名
活動回数：　　10回
参加者数：   288名

月1回
河川レンジャー実行委員会

（７月、11月をのぞく）

　本年度は、下表のとおり、河川レンジャー実行委員会、代表者会議、運営会議、レンジャー会議等の関連会議、地域の環
境啓発行事等に参加する連携活動、水上研修や講演会、勉強会などの河川レンジャー研修を実施しました。
　河川レンジャーの活動回数が30回を超える月もあるなど、河川レンジャーの活動状況も活発となっています。
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２．会議等について 

２．１．第 14（15）回運営会議（平成 24 年 10 月） 

上半期の運営会議においては、代表者会議によって推薦された７名が、それぞれ河川

レンジャーとして任命されました。 
 また、上半期（４～９月）の河川レンジャー活動の報告が行われるとともに、今後の

活動の展開について議論が行われました。（議論概要は参考資料-2 参照） 
 
 
 
 
 

表 第 14（15）回運営会議開催状況 

 開催日時 開催場所 出席者 

第 14 回福島・毛馬管内

運営会議 

平成24年10月12日(金）

16:35～18:55 

OMM ビル B1F 会議室 地元見識者     4 名 

河川ﾚﾝｼﾞｬｰ     7 名 

新規河川ﾚﾝｼﾞｬｰ   1 名 

自治体       3 名 

出張所長      2 名 

事務局       9 名 

第 14 回枚方管内運営会

議 

平成 24 年 10 月 25 日

(木)13:40～16:05 

 

中央流域センター 多目

的ホール 

 

地元見識者     1 名 

河川ﾚﾝｼﾞｬｰ     5 名 

新規河川ﾚﾝｼﾞｬｰ   1 名 

自治体       3 名 

出張所長      1 名 

河川ﾚﾝｼﾞｬｰｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 

1 名（ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ） 

事務局      10 名 

第 15回高槻・山崎(大阪)

管内運営会議 

平成 24 年 10 月 22 日

(月)14:00～16:20 

 

中央流域センター 多目

的ホール 

 

地元見識者     3 名 

河川ﾚﾝｼﾞｬｰ     6 名 

新規河川ﾚﾝｼﾞｬｰ   1 名 

自治体       4 名 

出張所長      2 名 

事務局      10 名 

第 14回伏見桂川山崎(京

都)管内運営会議 

平成 24 年 10 月 24 日

(水)14:00～15:30 

 

上流域流域センター2F

会議室 

地元見識者     4 名 

河川ﾚﾝｼﾞｬｰ     2 名 

新規河川ﾚﾝｼﾞｬｰ   3 名 

自治体       11 名 

出張所長      3 名 

事務局      10 名 

第 14 回木津川管内運営

会議 

平成 24 年 10 月 19 日

(金)14:00～16:20 

 

京田辺市立中部住民セ

ンター研修室 

地元見識者     2 名 

河川ﾚﾝｼﾞｬｰ     4 名 

新規河川ﾚﾝｼﾞｬｰ   1 名 

自治体       7 名 

出張所長      1 名 

事務局       8 名 

 

第 14（15）回運営会議 議題 

①新規河川レンジャーの任命・活動方針の報告 
②平成 24 年度上半期の活動報告 
③今後の活動の展開について 
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２．２．第 10 回河川レンジャー会議（平成 24 年 11 月 11 日） 

  
河川レンジャー会議では、河川レンジャーがそれぞれの個性を活かして活動している

状態から、さまざまな経験を積み、河川レンジャーが地域住民と行政の橋渡し役となり、

河川行政を進めるうえで重要な役割を担っていくよう、新たな自主的活動を目指すとい

う「河川レンジャーの目指す方向と進め方」について、意見交換を行いました。 
出席した河川レンジャー全員が、「河川レンジャーの目指す方向」について理解・共

有しました。 
 
 

開催日時 ： 平成 24 年 11 月 11 日（日）13:30～15:00 
開催場所 ： 中央流域センター2F 多目的ホール 
出席者 ： 河川レンジャー24 名（酒井<議長>、三輪<副議長>、山田<副議長>、辻川、

池宮、西岡、村瀬、崎谷、石山、新里、上田、玉井、後藤、出来、中島、

中川(ゆ)、原、谷岡、東、中川(雄)、谷口、山村、福井、田中、）、淀川河

川事務所５名、事務局７名 
 
 
 
 
 

 
    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 10回河川レンジャー会議 主な議題 

① 河川レンジャーの目指す方向と進め方 
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図 河川レンジャーの活動の目指す方向(1/2)（H18.7 策定） 
 
 
 
 

ＳＴＥＰ１
現在の河川レンジャーによる活
動を地域住民にさらに関心を
持って頂けるように拡充を図る

ＳＴＥＰ２
河川レンジャーと河川管理者が
ともに考える活動を実践し、河川
レンジャーのスキルアップを図る

ＳＴＥＰ３
河川に係わるあらゆる情報を地
域住民から行政へ発信できる仕
組みの構築を図る

河川レンジャーの新たな自主的活動

●地域住民が河川に関心を持ち、河川に対するファン層を拡大する活動
●河川管理者から提示した河川整備の案について、住民と議論を展開し
意見等を取りまとめる活動

●住民サイドの河川整備ニーズの形成・抽出を行う活動

⇒地域住民と河川管理者の橋渡し役
⇒地域住民と連携し、より良い河川整備を進めていくための重要な役割

地域住民の
より積極的
・主体的な
参加を促す

現 在
河川レンジャーの得意分野・専門分野での活動

●地域住民が河川に関心を持つような活動

⇒川への親しみを見出し、川へ誘う役割

最 終

ＳＴＥＰ１
現在の河川レンジャーによる活
動を地域住民にさらに関心を
持って頂けるように拡充を図る

ＳＴＥＰ２
河川レンジャーと河川管理者が
ともに考える活動を実践し、河川
レンジャーのスキルアップを図る

ＳＴＥＰ３
河川に係わるあらゆる情報を地
域住民から行政へ発信できる仕
組みの構築を図る

河川レンジャーの新たな自主的活動

●地域住民が河川に関心を持ち、河川に対するファン層を拡大する活動
●河川管理者から提示した河川整備の案について、住民と議論を展開し
意見等を取りまとめる活動

●住民サイドの河川整備ニーズの形成・抽出を行う活動

⇒地域住民と河川管理者の橋渡し役
⇒地域住民と連携し、より良い河川整備を進めていくための重要な役割

地域住民の
より積極的
・主体的な
参加を促す

現 在
河川レンジャーの得意分野・専門分野での活動

●地域住民が河川に関心を持つような活動

⇒川への親しみを見出し、川へ誘う役割

最 終
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図 河川レンジャーの活動の目指す方向(2/2)（H18.7 策定） 

 
 
 

環 境

観察会による啓発活動

治水・防災 利 水

体験・広報による
啓発活動

体験による啓発活動

地域住民が
川と係わる機
会を拡大

環 境

観察会による啓発活動
＋

自然と共生するための
体験活動

治水・防災 利 水

体験・広報による
啓発活動
＋

生活と水との関わりを
学習する活動

体験による啓発活動
＋

治水・防災と生活を
結びつける活動

地域住民（各世代間）
の河川への関わりを
促すような活動

＜活動例＞
○防災活動への若年層活性化
○先人の知恵と経験の伝承
○地域の今後の治水を考える取り組み
など

環 境

観察会による啓発活動
＋

地域の環境保全活動

治水・防災

体験による啓発活動
＋

地域防災のための
活動

地域住民との
意見交換を通じて河川
への関わりを定着させ

る活動

＜活動例＞
○身近に利用している水の学習
○水文化・歴史の伝承
など

＜活動例＞
○河川環境のモニタリングや
河川環境復元の実践

○刈草・伐木のリサイクル
○自然材料を用いた河川技術の伝承
など

ＳＴＥＰ １

ＳＴＥＰ ２

ＳＴＥＰ ３

利 水

体験・広報による
啓発活動
＋

生活と水との関わりを
見つめ直す活動

河川管理者

コミュニケー
ション活動

情
報
発
信

働
き
掛
け

環 境

観察会による啓発活動

治水・防災 利 水

体験・広報による
啓発活動

体験による啓発活動

地域住民が
川と係わる機
会を拡大

環 境

観察会による啓発活動
＋

自然と共生するための
体験活動

治水・防災 利 水

体験・広報による
啓発活動
＋

生活と水との関わりを
学習する活動

体験による啓発活動
＋

治水・防災と生活を
結びつける活動

地域住民（各世代間）
の河川への関わりを
促すような活動

＜活動例＞
○防災活動への若年層活性化
○先人の知恵と経験の伝承
○地域の今後の治水を考える取り組み
など

環 境

観察会による啓発活動
＋

地域の環境保全活動

治水・防災

体験による啓発活動
＋

地域防災のための
活動

地域住民との
意見交換を通じて河川
への関わりを定着させ

る活動

＜活動例＞
○身近に利用している水の学習
○水文化・歴史の伝承
など

＜活動例＞
○河川環境のモニタリングや
河川環境復元の実践

○刈草・伐木のリサイクル
○自然材料を用いた河川技術の伝承
など

ＳＴＥＰ １

ＳＴＥＰ ２

ＳＴＥＰ ３

利 水

体験・広報による
啓発活動
＋

生活と水との関わりを
見つめ直す活動

河川管理者河川管理者

コミュニケー
ション活動

情
報
発
信

働
き
掛
け

情
報
発
信

働
き
掛
け
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２．３．河川レンジャー実行委員会 

 河川レンジャー実行委員会では、河川レンジャーの課題等を議論するとともに、淀川発見

講座、レンジャー養成講座、河川レンジャー研修など、河川レンジャーが主体的となった取

り組みについて詳細な検討を行っています。 
 

表２ Ｈ25 年度河川レンジャー実行委員会開催状況 
会議名 開催日時 議事概要 

第 26 回実行委員会 4/13（金） ①今年度の体制について 
②委員長・副委員長の改選 
③河川レンジャーの現状と課題の共通理解 
④淀川水防・大阪府地域防災総合演習の進め方 

第 27 回実行委員会 5/17（木） ①講座について（講座受講アンケートとレンジャー情

報配信について） 
②レンジャー活動の安全管理とアンケートについて 
③河川レンジャーの現状と課題の共通理解 
④レンジャー研修について 

第 28 回実行委員会 6/11（月） ①講座部会からの報告と提案 
②レンジャー活動のアンケート 
③レンジャー研修について 

第 29 回実行委員会 8/3（金） ①講座の反省と今後の進め方 
②レンジャー活動のアンケート 

第 30 回実行委員会 9/13（木） ①河川レンジャー運営会議のあり方 
②河川レンジャー研修と連携活動について 

第 31 回実行委員会 10/29（月） ①上半期運営会議を終えて 
②河川レンジャー研修と連携活動について 

第 32 回実行委員会 12/13（木） ①来年度の活動計画の作成について 
②平成 25 年度講座について 
③河川レンジャー研修の経過と連携活動の結果につ

いて 
第 33 回実行委員会 1/23（水） ①平成 25 年度講座について 

②河川レンジャー運営会議について 
③いい川づくり勉強会の準備状況について 
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３.連携活動について 

 河川レンジャーの取り組みを広く発信していくために、河川レンジャーと事務局

が連携して地域の行事などに参加する活動を実施しました。 
 

３.１.平成 24 年度淀川水防・大阪府地域防災総合演習 

開催日時：平成 2４年 5 月３１日（木）9:00～12:00 
開催場所：摂津市一津屋地先 淀川右岸河川敷 
参加者：河川レンジャー11 名（池宮、上田、後藤、酒井、崎谷、玉井、辻川、中川

ゆ、新里、吉川）、淀川河川事務所 5 名、事務局４名（敬称略） 
河川レンジャー出展内容：簡易水防体験、展示・体験コーナー（水没ドア等） 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
３．２.寝屋川市 エコ・フェスタ 

開催日時：平成 24 年 11 月 18 日（日）9：00～15：00 
開催場所：大阪府打上川治水緑地 
参加者：河川レンジャー４名（上田、玉井、後藤、立川 RA）、淀川河川事務所 2 名、

事務局 2 名（敬称略） 
河川レンジャー出展内容：パネル展示（河川レンジャー、淀川の環境、歴史、防災等、

8 月発生の局地的豪雨被害等）、体験コーナー（ヨシ笛作

成） 
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３．３.京都環境フェスティバル２０１２ 

開催日時：平成 24 年 12 月 8 日（土）9 日（日）午前 10 時から午後 4 時まで 
開催場所：京都総合見本市会館パルスプラザ（京都市伏見区竹田鳥羽殿町 5） 
参加者（準備を含む 3 日間）：河川レンジャー8 名（山村、福井、山田、西岡、谷口、

坂本 RA、田子 RA、仁枝 RA）、淀川河川事務所 18 名、

事務局 5 名（敬称略） 
河川レンジャー出展内容：パネル展示（河川レンジャー、外来種等）、淡水魚水層展

示、体験コーナー（ストーンペイント、切り絵） 
＊環境ワークショップ参加（実施日：平成 24 年 12 月 9 日（日）13:30～14:00） 

『水の不思議と木津川の水質変化』講師：山田河川レンジャ－ 
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４.河川レンジャー研修について 

本年度は、河川レンジャーとして必要な知識を習得する等を目的として、河川レンジ

ャーが希望する研修を実施しました。研修内容については、河川レンジャー実行委員会

で検討を行っています。 
 

表４ 平成 24 年度河川レンジャー研修 

区分 研修名 開催日時及び場所 目的 講師 

淀川水上研修会 ＜毛馬～枚方＞ 
5/16（水） 
＜河口部＞ 
5/22（火）、23（水） 

淀川の特徴・河川管理施設・淀川と
地域とのつながり等、レンジャー活動
を行ううえでの基礎知識の習得 

－ 

河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
の 

基
礎
知
識
を
学
ぶ
研
修 

新規河川レンジャー

研修 

11/19（月） 
中央流域センター 

本年度任命された新規河川レンジ
ャーが対象。 
河川レンジャーとしての基礎知識

や河川レンジャー活動の進め方、運営
要領を学ぶ 

－ 

河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
必

要
な
知
識
・
技
術
を
学
ぶ
研
修 

河川行政と住民参加

の研修会 

11/11（日） 
中央流域センター 

行政側の視点からの住民参加の必
要性や淀川水系流域委員会、河川レン
ジャー誕生の背景を学び、河川レンジ
ャーの役割を再認識することが目的 

宮本 博司氏 
（元淀川河川事務
所長） 

淀川河川公園の今後 7/25（水） 
中央流域センター 

淀川河川公園地域協議会の現状と
今後の動向について、淀川河川事務所
が取り組んでいる事業を理解し、河川
公園の計画内容や運営方法など、新た
なレンジャー活動に活かすための知
識や手法を習得 

北村 智顕氏 
（淀川河川事務所 

副所長） 

新
た
な
レ
ン
ジ
ャ
ー
活
動
を 

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
す
る
研
修 

第 1 回”いい川”づ

くり勉強会 

 

（調整中） 『“いい川”づくり』の様々な事例
を学び、河川レンジャー同士の議論の
なかで”いい川”づくりへの理解を深
める 

仁枝レンジャーア
ドバイザー 
＊コーディネータ
ーとして久保田洋
一氏（代表者会議委
員） 

多自然川づくり勉強

会 

8/10（金） 
中央流域センター 

河川が本来有している生物の良好
な生育環境に配慮し、併せて美しい自
然景観を保全・創出するための多自然
川づくりについて学び、レンジャー活
動の幅を拡げることが目的 

三輪 準二氏 
（河川環境管理財
団 
研究第１部長） 

レ
ン
ジ
ャ
ー
活
動
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
に
必
要
な
知
識
を
学
ぶ
研
修 

 

木津川の堤防 

構造見学会 

11/19（月） 
久世八丁地区堤防
強化工事現場（木津
川右岸：京都府城陽
市上津屋地先） 

久世八丁堤防補強工事の概要を知
るとともに、木津川の堤防構造を見学
し、堤防、樋門の目的など、河川管理
施設について学ぶ 

－ 
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